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1．学校紹介

　本校は，明治以降海軍や造船所の町として発
展してきた佐世保市に，昭和 12 年創立され，
機械科・電子機械科・電気科・電子工学科・建
築科・土木科の 6学科 18 クラスを有する工業
高校として，地域内外で活躍する多くの工業人
を輩出してきている。

2．工業高校生に育みたい資質・能力

　昨年度，長崎県の事業である「次代を担う高
校生の資質・能力を育成する指導改善プロジェ
クト」の研究指定校に選ばれ，学校全体で研究
と実践に取り組むこととなった。
　本校の研究主題を「キャリア教育を軸とした
“主体的・対話的で深い学び”の実践」とし，
本校生徒の基礎的・汎用的能力の育成につなが
る学習活動・部活動・学級活動のあり方につい
て検討をおこなってきた。本校生に育みたい基
礎的・汎用的能力と身につけさせたい力は下表
に示すとおりである。本稿では今回の取組状況
について述べる。

3．指導改善のポイント

　今回のプロジェクトを推進するために次の 5
項目を中心に研究と実践をすすめてきた。
①　アクティブラーニングを活用した授業改善
②　S－T線図による授業分析と授業改善
③　リフレクションを活用した実習改善
④　学習活動をとおして育まれる基礎的・汎用

的能力の把握
⑤　部活動をとおして育まれる基礎的・汎用的

能力の把握
　他にはリフレクションを活用した学級活動等
にも取り組んでいる。

4．�アクティブラーニングを活用した授業
改善

　次期学習指導要領の中で“主体的・対話的で
深い学び”の視点からの学習過程の質的改善が
求められている。本校の指導改善プロジェクト
においても，“分かる授業への転換”により生
徒の自己肯定感・自己効力感が育まれ，そのこ
とが本校生徒の基礎的・汎用的能力の育成につ
ながるのではないかという仮説をたて，授業改
善に取り組んだ。工業高校におけるアクティブ
ラーニングのあり方について検討を重ねるなか
で，ベネッセ教育総合研究所の木村治生氏の文
献を参考にし，その中で示されている次の 15
項目をアクティブラーニングに類する学習活動
ととらえて全教科での授業改善と公開授業をお
こなった。

キャリア教育を軸とした“主体的・対話的で深い学び”の実践

長崎県立佐世保工業高等学校　機械科　指導教諭　樋口　利彦
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8．学術顧問記念講演会

　元京都大学副学長の松重和美四国大学長と京
都大学防災研究所副所長の畑山満則教授に学術
顧問に就任していただき記念講演会を開催し
た。松重学長には，『チャレンジする心』～京
都発ベンチャー・伝統と先端技術の融合～，畑
山教授には『異分野を融合した災害に強いまち
づくり』と題して熱いメッセージを発信してい
ただいた。

9．部活動

　体育系・工学系・文化系の部活動を設置。体
育系ではラグビー部・ボート部・サッカー部が
京都市の強化指定を受け全国制覇を目指して熱
心に活動している。工学系ではシビルクラブが

究開発し実践していく予定である。
⑹　地元の中小企業との連携
　改革検討時に京都市立高校将来構想委員のメ
ンバーでもあった，京都機械金属中小企業青年
連絡会（通称 KISEIREN）代表幹事との関係を
継続し，若手経営者とのカタリ場やゼミにおけ
る指導助言をお願いしている。また大手企業を
支える中小企業スピリットを肌で感じてもらう
ための，KISEIREN展示ブースも常設している。

　大手企業や中小企業を含め，洛陽・伏見時代
から継続して学校斡旋就職内定率100％を維持。

11．おわりに

　本校は新しい工学系高校として開校し，現在
4年目の学校である。発展途上ではあるが，こ
れからも京都の地から全国に，工業教育の価値
と存在意義を発信し続けていく所存である。

⑵　プロジェクト工学科（工業科）進学

⑶　プロジェクト工学科（工業科）就職

昨年 11 月の高校生ものづくりコンテスト全国
大会測量部門において見事に初出場初優勝を果
たし，国土交通大臣賞を受賞した。

10．平成 30 年度 1 期生進路実績

⑴　フロンティア理数科（専門学科）進学

写真6　若手経営者（KISEIREN）とのカタリ場

写真7　高校生ものづくりコンテスト全国優勝
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　この学習活動事例を見てみると，工業分野の
教科指導においては，従前から実践されている
学習活動がアクティブラーニングに関連するも
のとして多く取り上げられていることに気づく。

5．S–T線図による授業分析と授業改善

　授業改善のねらいとして，講義中心で知識伝
達型の授業形態から，生徒の活動と教師の活動
のバランスがとれた授業形態への転換をはかっ
た。授業改善のために授業過程を定量的に判断
する手立てとして S－T線図を用い授業分析を
おこなった。
S－T表の作成と S－T線図の作成
①　授業の状況を 30 秒ごとに記録する
　生徒の活動が主体ならば⇒　S判定
　教師の活動が主体ならば⇒　T判定
　S－T表に Sまたは Tを記録する
②　S－T表より S－T線図を作成する
　S－T線図は，縦軸が S　横軸が Tで構成
　S判定⇒　横軸に 1目盛線を記入する
　T判定⇒　縦軸に 1目盛線を記入する
S－T線図の 4パターン

　S－T線図の活用により，自身の授業過程を
客観的に見つめ，授業改善につなげることがで
きると思う。今回の指導改善プロジェクトでは，
全教科 17 本の公開授業を実施し，S－T線図に
よる検証をおこなうことができた。

6．リフレクションを活用した実習改善

　工業の実習は，生徒自身が考えながらグルー
プで作業をすすめたり，得られた結果について

授業改善の取組事例
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　教師は指導したことが満遍なく生徒に伝わっ
ていると考えがちだが，リフレクションを実施

　この二つの感想から，生徒は実習中に受けた
先生方からの指導を真剣に聞き，身につけよう
と努力し実践していることがうかがえる。

リフレクションを実施して分かったこと
　リフレクション実施後，次のような感想が各
学科の担当者からよせられた。

リフレクションでの工夫
　学科で独自に作成した振り返りシートを活用
してリフレクションを実施した学科もあった。

考察するなど，典型的なアクティブラーニング
といえる。ここでは実習における深い学びを目
指して，リフレクションの活用を検討した。
リフレクションの形態
　実習が 1テーマ終了するタイミングで生徒同
士で 5～ 10 分程度の振り返りをおこなう。

　生徒同士のリフレクションでは，自分の理解
が浅い内容を他の生徒が詳しく発言することが
ある。そのようなやり取りをとおして新たな気
づきが得られ，理解を深めることにつながって
いる。また，リフレクションの様子を間近で見
ている教師も，生徒にどのような指導が必要で
指導改善するポイントが何であるかを発見する
ことができる。そのような意味では，実習にお
けるリフレクションは，生徒にとっても教師に
とっても多くの気づきがあり，メタ認知的な学
びにつながる取組であると思う。

7．�学習活動をとおして育まれる基礎的・
汎用的能力の把握

　授業をとおして育まれると思われる基礎的・
汎用的能力について本校の全教科でアンケート
をとった。内容としては，2項（p. 21）の表で
示した生徒へ身につけさせたい力を選択しても
らう形とした。その結果を次のグラフに示す。
グラフの高低はあるが，3年間の普通科目と専
門科目の学習活動をとおして 4能力すべてが育
まれていることが感じられる。中でもコミュニ

することで，何を学んだのか・何ができるよう
になったかの点で不明瞭な生徒が存在すること
に気づくことができた。
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ケーションスキルは，80％以上の先生方が選択
しており，授業中に自分の意見を伝えたり，他
者の意見を聴くなどを重視する傾向が見られた。

8．�部活動をとおして育まれる基礎的・汎
用的能力の把握

　学習活動と同様のアンケートを部活動顧問に
もおこなった。その結果を次のグラフに示す。
学習活動のグラフに比べ若干，人間関係形成・
社会形成能力と自己理解・自己管理能力の部分
が高い値を示していることに気づく。このこと
から部活動における活動や経験が，いわゆる人
間関係の学びや自己を成長させる場として機能
していることが考えられる。

9．�生徒に育まれている基礎的・汎用的能
力の把握

　生徒にどのような基礎的・汎用的能力が育ま
れているのかを把握するために，次のような質
問紙法によるアンケートを実施した。この 12
項目の質問のうち，NO 1 ～ 3 は人間関係形成・
社会形成能力に関するもの，NO 4 ～ 6 は自己
理解・自己管理能力に関するもの，NO 7 ～ 9
は課題対応能力に関するもの，NO 10 ～ 12 は
キャリアプランニング能力に関する質問をして
いる。

　アンケートは，1 ･ 2 年生を対象に年 2回実施
したが，キャリアプランニング能力の数値が他
の 3能力に比べてやや低く，2年生後半にかけ
てようやく数値が上昇していることに気づい
た。このことから低学年時からキャリアプラン
ニング能力の育成を意識した学習活動・部活
動・学級活動のあり方を考えていく必要性を痛
感した。

10．おわりに

　学習活動・部活動・学級活動を柱として教育
学的アプローチにより基礎的・汎用的能力を育
成することを目指して取り組んできた。本来，
進路指導部が企画する学習や行事，担任の面談
など心理学的アプローチによるところばかりに
目が行きがちであった。しかし，今回の指導改
善プロジェクトの取組で，基礎的・汎用的能力
が学習活動をする中で形成されており，部活動
や学級活動といった特別活動での取組の過程で
鍛えられていることが確認できた。つまり，学
校生活全般を通じて生徒の基礎的・汎用的能力
は育成されているということである。
　しかし，意識しないでもそのような能力は卒
業までに自然と身についていくという考え方が
現在の状況であるように感じる。
　そうではなく，“この学習では○○の力を育
成している”，“この活動が○○の力を鍛える基
となっている”と我々教師が意識することでそ
の効果が更に大きくなる筈である。
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